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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動モータ（１０）を有し、前記駆動モータがベンチレータホィール（１２）と流体ポ
ンプ（１４）を駆動し、前記流体ポンプが第１の種類の流体を流体作業回路内へ給送し、
かつ第１の熱交換機（２２）へ案内し、前記熱交換機から流体が温度調節されて流体作業
回路内へ戻る、構成ユニットとしての流体冷却装置において、
　第２の流体ポンプ（３２）によって第２の種類の流体がストックタンク（３０）から取
出し可能であって、かつ第２の流体作業回路内へ給送可能であり、前記第２の流体作業回
路から第１（２２）および第２の熱交換機（２４）を介して案内されて第２の種類の流体
がストックタンク（３０）内へ戻り、
　第１の熱交換機（２２）が、プレート熱交換機であって、前記プレート熱交換機が２つ
の種類の流体間で熱の交換を可能にし、
　第２の熱交換機（２４）が薄板クーラーであって、前記薄板クーラーが第２の種類の流
体を冷却するために、駆動可能なベンチレータホィール（１２）から冷たい空気を得るも
のであり、
　流体の種類が、第１の種類の流体である油圧オイルと、第２の種類の流体である水－グ
リコール－混合物と、であり、
　ストックタンク（３０）が、本装置の一体化された構成部分であって、
　ベンチレータホィールハウジング（１６）が、前方を、ベンチレータホィール開口部の
開口断面全体にわたって拡がる前記薄板クーラーによって覆われて、前記ストックタンク
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（３０）の垂直上方に配置され、空気を、前方から吸い込んで後方へ送り、
　第２の流体ポンプ（３２）が、潜液ポンプの形式で形成されており、前記潜液ポンプが
その電気的な駆動モータ（３４）と共にストックタンク（３０）上に据えられており、
　２つの流体ポンプ（１４、３２）の駆動軸が、装置の内部で互いに対して垂直に延びて
いることを特徴とする、構成ユニットとしての流体冷却装置。
【請求項２】
　水－グリコール－混合物のための第１のストックタンク（３０）の他に、油圧オイルを
ストックするために第２のストックタンクが設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の流体冷却装置。
【請求項３】
　接続可能な第１の流体作業回路が、油圧アッセンブリを有し、接続可能な第２の流体作
業回路が、リニアモータなどのような、少なくとも１つの電気的な駆動装置を有している
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の流体冷却装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、駆動モータを有し、その駆動モータがベンチレータホィールと流体ポンプを
駆動し、その流体ポンプが第１の種類の流体を、駆動中に原則的に流体を加熱する、流体
作業回路内へ給送し、かつ熱交換機へ案内し、その熱交換機から流体が冷却されて流体作
業回路内へ戻る、構成ユニットとしての流体冷却装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＥＰ０９６８３７１Ｂ１から、駆動モータを備えた構成ユニットとしての流体冷却装置
が知られており、その駆動モータがベンチレータホィールと流体ポンプを駆動し、その流
体ポンプが流体（油圧媒体）をオイル容器から取り出して、流体を加熱する油圧作業回路
内へ給送し、かつ熱交換機へ案内し、その熱交換機から流体が冷却されてオイル容器内へ
戻る。この既知の解決においては、オイル容器は槽状に形成されており、そのオイル容器
の高く引き上げられた槽端縁がある種のハーフシェルとなって少なくともモータと流体ポ
ンプを一部包囲している。従ってこの既知の解決によって、比較的大きな容積で構築され
たオイル容器が与えられ、それにもかかわらずそのオイル容器は場所をとらないようなコ
ンパクトな構造の、流体冷却装置の構成部分であって、さらに、槽端縁によって画成され
る組込み空間に基づいて、取付けおよび保守の目的のために、モータおよび流体ポンプ構
成ユニットに良好に接近できることが保証されている。流体冷却装置のためのコンパクト
な構造の他に、さらに、冷却装置の質量コンポーネントの均一な分配が達成されるので、
駆動中に固有運動および振動した場合でも、安全な起立状態が達成される。
【０００３】
　作業機械内の多数の流れ媒体を冷却するための多数のベンチレータの回転数を制御する
制御システムと方法が、ＤＥ１００６２５３４Ａ１に開示されており、その場合に各ベン
チレータの回転数は、この特殊なベンチレータによって供給される個々の熱導出要請に従
って制御され、その場合にこの制御システムは多数のセンサを有しており、それらのセン
サは、多数の流れ媒体の各々の温度を検出するように位置決めされており、その場合に各
センサは、この特殊な流れ媒体の温度を表示する信号を出力するように駆動可能であって
、かつ制御システムは電子制御装置を有しており、その制御装置は、多数の流れ媒体の各
々の温度を記録する多数のセンサと結合されて、その信号を記録する。この温度信号に基
づいて、この既知の装置においては、電子的な制御モジュールがこれらの流れ媒体の各々
について然るべき温度エラーを検出ことができ、この温度エラー信号に基づいて、かつ電
子的な制御モジュール内にプログラミングされている所定の論理に基づいて、制御装置は
多数のベンチレータの各々に、その回転数を個別に制御するために、信号を出力し、その
場合に各出力信号はこの特殊なベンチレータのための所望のベンチレータ回転数を表す。
【０００４】
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　しかし、上述した既知の解決によっては、常に１つの冷却課題のみが実現され、すなわ
ち第１の種類の、たとえば油圧媒体の形式の、加熱された流体が効果的に冷却される。た
とえば第２の油圧作業回路の流体（トランスミッションオイル）を冷却する、他の冷却お
よび温度調節課題のためには、新たに既知の装置が設けられるので、従って各油圧循環と
各冷却課題設定について、駆動モータ、ポンプおよびクーラーを有する独自の冷却装置が
必要である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この従来技術に基づいて、本発明は、既知の解決をさらに改良して、１つの流体冷却装
置のみによって複数の温度調節課題が解決されるようにする、という課題を設定する。そ
れに向けた課題を、特許請求項１の特徴を有する流体冷却装置がその全体において解決す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　特許請求項１の特徴部分に示すように、装置の第２の流体ポンプによって第２の種類の
流体がストックタンクから取出し可能であって、かつ第２の流体作業回路内へ給送可能で
あり、前記第２の流体作業回路から第１および第２の熱交換機を介して案内されて第２の
種類の流体がストックタンク内へ戻ることによって、唯一の流体冷却装置を用いて、別々
の流体作業回路のための種々の温度調節課題が解決される。さらに、本発明に基づく解決
によって、特に第１の熱交換機を介して、２つの種類の流体間で熱交換を行うことが可能
となり、それが一方で、２つの流動媒体のための均質な熱状態をもたらし、他方では、機
械および設備部分を始動させる場合に、一方の回路の比較的冷たい駆動流体をその時に場
合によってはより暖かい、他方の回路の流動媒体を介して暖めて、それによって機能確実
性と駆動精度が著しく向上される、という利点も提供することができる。
【０００７】
　本発明に基づく流体冷却装置は、特にたとえば加工センターおよび工作機械において使
用されるような、リニアモータのような電気的駆動装置を冷却するのに適しており、そこ
では水－グリコール－混合物によって電気的なコンポーネントの冷却が行われる。さらに
、本装置は、その他のリニアモータ、モータスピンドル、サーボモータおよび同様な装置
に使用される。第２の種類の流体としての水－グリコール－混合物の形式の冷却媒体は、
流体冷却装置のプレート熱交換機へさらに供給されて、そこで逆流において油圧流体作業
回路の油圧媒体を冷却し、その油圧流体作業回路には、同様に加工センターないし工作機
械の駆動可能なコンポーネントが接続されている。それに基づく加熱によって水－グリコ
ール－混合物は、流体冷却装置のストックタンク内へ戻る前に、薄板クーラーの形式の第
２の熱交換機を介して冷却される。始動する場合、すなわち接続されている加工センター
または工作機械を有する油圧作業回路の運転開始の際に、油圧作業媒体は通常冷たく、そ
の場合により高く加熱されている水－グリコール－混合物を介して加熱することができる
。このようにして機能がより確実でより正確な駆動種類が達成される。さらに、このよう
にして電気的コンポーネントと油圧オイル回路の油圧オイルとの間の温度の比が最適化さ
れ、それが同時に機械精度の改良に著しく寄与する。
【０００８】
　他の好ましい実施形態が、その他の従属請求項の対象である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明に基づく流体冷却装置を、図面に示す原理的かつ縮尺を無視した表示にお
いて詳細に説明する。
　その場合に唯一の図は、構成ユニットとしての流体冷却装置をその組込み位置において
背面から見た図である。
【００１０】
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　図に全体を示す流体冷却装置は、電気的な駆動モータ１０を有しており、その駆動モー
タが個々のベンチレータ羽根を有するベンチレータホィール１２を駆動する。さらに、駆
動モータ１０は、流体ポンプ１４を駆動する。ベンチレータホィール１２は、ベンチレー
タホィールハウジング１６内に収容されており、そのベンチレータホィールハウジングは
好ましくは金属薄板部品から構成されている。安全のために、ベンチレータホィール１２
の後ろ側の領域は、保護格子１８によって覆われている。後方の領域において、ベンチレ
ータホィールハウジング１６の開口部にわたって、切欠きを有するフランジ部分２０が延
びており、そのフランジ部分に駆動モータ１０、ベンチレータホィール１２および流体ポ
ンプ１４のユニットが軸承されている。ベンチレータホィールハウジング１６の上方に、
プレート熱交換機の形式の熱交換機２２が配置されている。さらに、ベンチレータホィー
ルハウジング１６は、前へ向かって薄板クーラーの形式の第２の熱交換機２４によって覆
われており、その熱交換機はベンチレータホィール開口部２６の自由な開口断面全体にわ
たって延びている。ベンチレータホィール１２は、軸流吸込みベンチレータの形式で考え
られており、それが図を見る視線方向において、第２の熱交換機２４の薄板を通して空気
を右から左へ吸い込んで、後方へ向かって駆動モータ１０の方向の後部領域へ移動させる
。
【００１１】
　しかし、然るべく適合させた場合には、このように向かう空気流を反転させて、流体冷
却装置を軸流押出しベンチレータとして考えることも可能である。薄板クーラー（第２の
熱交換機）２４の薄板に汚れが付かないようにするために、この薄板クーラーの露出した
前側が、プレート状の空気フィルタ２８によって覆われている。ベンチレータホィールハ
ウジング１６は、中空ボックスの形式で考えられており、ストックタンク３０上に垂直に
配置されており、そのストックタンクはその流体容積を増大させるために、後ろ側の領域
において垂直方向に拡大されたタンク室体積を形成している。第１の駆動モータ１０に隣
接して、ストックタンク３０の後方の領域において、このストックタンク上に潜液式ポン
プ３２が載置されており、その場合にストックタンク３０から流体を取り出すためのポン
プ部分がこの中へ突出している（図示せず）。従って図において、潜液式ポンプ３２の駆
動モータ３４が見えるように図示されている。そのような潜液式ポンプ３２は、ストック
タンク３０から流体を取り出すためのポンプ開口部３６を有している。
【００１２】
　このようなポンプ開口部３６が、詳しく図示されていない流体作業回路に供給を行い、
その流体作業回路は、好ましくは加工センターまたは工作機械の電気的なリニア駆動装置
を冷却するために用いられる。その場合に流体として、特に水－グリコール－混合物（第
２の作業流体）が使用され、電気的負荷を冷却するために通過した後に、潜液ポンプ３２
を介して水－グリコール－混合物が、特に、プレート熱交換機２２の下方の接続箇所３８
内へ連通する、詳しく図示されていない然るべき配管を介して、プレート熱交換機２２内
へ投入される。その下方の接続箇所から第２の流体（水－グリコール－混合物）がプレー
ト熱交換機２２を貫流して、下方の搬送接続部４０を介してそのプレート熱交換機から出
て行く。
【００１３】
　このような終端の搬送接続部４０が、また、横パイプ４２を介して第２の熱交換機２４
と接続されており、プレート熱交換機２２内で加熱された水－グリコール－混合物は、ベ
ンチレータホィール１２が駆動された場合に、水－グリコール－混合物が第２の熱効果器
２４を通過することにより、薄板クーラーの形式の第２の熱交換機２４内の冷たい空気に
よって冷却される。この冷却段階を通過した後に、水－グリコール－混合物は接続パイプ
４４を介してストックタンク３０内へ戻り、その接続パイプはその限りにおいてストック
タンク３０の上側と第２の熱交換機２４の上側の間の流体を案内する接続を形成する。ス
トックタンク３０内へ戻った後に、水－グリコール－混合物は、冷却されて、潜液ポンプ
３２による新しい循環プロセスのために提供される。
【００１４】
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　すでに述べた流体ポンプ１４は、油圧オイルのような、油圧媒体の形式の第１の種類の
流体を給送するために用いられる。その油圧オイルによって、加工センターまたは工作機
械の油圧アッセンブリが明らかに進路を与えられ、かつ運転される。その場合に油圧オイ
ルのための、ストックタンクは、図に示す流体冷却装置の外部にあるので、そこから流体
ポンプ１４がその吸込み開口部４６を介して油圧オイルを吸い込んで、そのポンプ導管４
８へ供給する。流体を案内するポンプ導管４８が、また、搬送接続部４０の上方で、入口
開口部５０を介してプレート熱交換機２２に接続されている。この入口開口部５０を介し
て油圧オイルがプレート熱交換機２２内へ達して、このプレート熱交換機を、水－グリコ
ール－混合物に対して逆流で左から右へ貫流する。次に、このようにして冷却され、ある
いは温度調節された油圧オイルが、下方の接続箇所３８の上方に配置された出口５２を介
して、詳しく図示されていない油圧作業回路内へ戻り、その油圧作業回路に装置全体の油
圧アッセンブリおよび油圧タンクが接続されている。
【００１５】
　従って本発明に基づく流体冷却装置によって、設備の加熱された油圧オイルをプレート
熱交換機２２を介して冷却することが可能であって、その場合に冷却または温度調節は、
ストックタンク３０内にストックされて潜液ポンプ３２によって循環のために給送される
、水－グリコール－混合物に対して逆流で行われる。プレート熱交換機２２内で加熱され
た水－グリコール－混合物は、その場合に以降の循環において薄板クーラー２４を介して
冷却される。油圧設備の駆動開始時に油圧オイルが冷たい場合には、冷たい油圧オイルを
場合によってはより暖かい水－グリコール－混合物を介して少し暖めて、駆動開始を容易
にする可能性がある。さらに、第１の熱交換機２２の形式のインターフェイスに関して、
２つの回路内の温度状態の均質化がもたらされ、それがまた設備全体のための加工精度に
作用する。
【００１６】
　図示されている流体冷却装置は、種々の流体回路のための温度調節課題が生じる、他の
適用のために設けることもできる。さらに、ストックタンク３０内に分離可能なタンク室
を挿入し、あるいは取り付ける可能性があるので、構成ユニットとしての流体冷却装置の
ストックタンクを介して他の流動媒体の流体ストックを行うことができる。また、図示の
流体ポンプ１４と潜液ポンプ３２の他に、２つより多い流動媒体を温度に従って駆動する
ために、他の熱交換機２２、２４（図示せず）と共に、他のポンプを取り付ける可能性が
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】構成ユニットとしての流体冷却装置をその組込み位置において背面から見た図で
ある。
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